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今
月
の
納
税
（
２
月
）

●
固
定
資
産
税
︱
第
４
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
９

期
分

納
期
限
は
２
月
25
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
24
年
度
分
の
税
金
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
付
書
で
納
税
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
、
納
め
忘
れ
が
な
い

か
お
手
元
の
領
収
書
で
も
う

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
は
、
引
き
落

と
し
を
さ
れ
て
い
る
通
帳
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
納
め
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

●
税
種　

町
県
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
保
険
税

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

農
作
業
用
車
両
の

登
録
は
お
済
み
で
す
か

農
作
業
用
車
両
な
ど
、
公

道
を
走
ら
な

く
て
も
、
座

席
が
あ
り
、

エ
ン
ジ
ン
な

ど
の
原
動
機

を
動
力
と
し
て
動
く
車
両
は

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
で

す
。
ま
だ
登
録
が
お
済
み
で

な
い
場
合
は
、
必
ず
登
録
し

て
、
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
税
額
（
年
額
）　

千
六
百
円

（
登
録
は
無
料
）

●
登
録
場
所　

役
場
税
務
住

民
課
税
務
班

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ

も
な
く
て

安
心
で

す
。
毎
月

15
日
ま
で

に
手
続
き

を
す
れ
ば

翌
月
か
ら

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
町
内
の
金
融
機
関

や
役
場
税
務
住
民
課
に
あ
り

ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●長谷別館…42 局 4659 番

●教育課…42 局 7200 番
●歴史民俗博物館…42 局 3200 番

●くらじの郷…42 局 8811 番
●社会福祉協議会…42 局 7800 番

●中央浄水場…42 局 0417 番
●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

Calendar
2013 ２

税務Q&A
確定申告について
解説します

　これまで、不動産または山林所得、
事業所得等を有する白色申告の方は、
前々年分あるいは前年分の事業所得
等の金額の合計額が 300 万円を超え
る場合が記帳・帳簿等の保存の対象
となっていました。
　今回、制度が改正され平成 26 年１
月からは、事業所得、不動産または
山林所得を生ずる業務を行う場合は、
所得税の申告の必要がなくてもすべ
ての方が記帳・帳簿等の保存の対象
となります。売上げなどの収入金額、
仕入れやその他の必要経費に関する
ことを帳簿に記帳し、その帳簿のほ
か、受け取った請求書や領収書など
の書類を保存する必要もあります。
　このように記帳・帳簿等の保存を
行うのであれば、青色申告特別控除
などがある青色申告へ切り替える方
が有利な場合もあります。青色申告
をするためには、青色申告をしよう
とする年の３月 15 日までに必要書類
を税務署に提出しなければなりませ
ん。平成 26 年に申告する平成 25 年
分を青色申告にする場合は、平成 25
年の３月 15 日までに直方税務署への
申請が必要です。
●問い合わせ　詳しいことは、直方税
務署☎２２局０８８０番まで

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

平成 26 年１月からすべての白色申告の方
の記帳・帳簿等の保存制度が変わります
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西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

２
月
12
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

２
月
25
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

２
月
の
補
聴
器
相
談
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相
談

▽
と
き
＝
２
月
１
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

▽
と
き
＝
２
月
14
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

２
月
21
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）
▽
と
き
＝
２

月
27
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談
で

は
、
受
付
順
の
番
号
札
を
配
布

し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

▽
と

き
＝
２
月
７
日
（
木
）
午
後

２
時
か
ら
５
時
ま
で
（
九
州

リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝
２
月
16

日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
（
池
田
補
聴
器
）
▽

と
き
＝
２
月
26
日
（
火
）
午

後
２
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

消
費
者
相
談
は

直
鞍
広
域
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ

消
費
者
の
た
め
の
相
談
業

務
を
行
う
機
関
と
し
て
「
直
鞍

広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
が

１
月
か
ら
直
方
市
役
所
内
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
悪
質
商
法
に

よ
る
被
害
や
商
品
事
故
の
苦
情
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
問
題
解

決
の
た
め
の
助
言
や
情
報
提
供
、

あ
っ
せ
ん
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま

た
、
よ
り
専
門
的
な
相
談
機
関

が
あ
る
場
合
や
、
消
費
生
活
相

談
に
そ
ぐ
わ
な
い
場
合
は
、
そ

の
内
容
に
あ
っ
た
窓
口
を
紹
介

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
鞍
広
域

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
直

方
市
役
所
内
）
☎
２
５
局

２
１
６
２
番
ま
で

求
む
、
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
平
成
25
年

度
自
衛
隊
予
備
自
衛
官
補
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格　

▽
一
般
＝
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
日
本

国
籍
を
有
す
る
人
▽
技
能

＝
18
歳
以
上
で
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
53
歳
か
ら
55

未
満
の
人

●
募
集
職
種
・
人
員　

▽
一

般
（
約
千
四
百
人
）
▽
技

能
（
衛
生
、
語
学
、
整
備
、

電
気
情
報
処
理
、
建
築
、

通
信
、
約
二
百
人
）

●
受
付
期
間　

▽
第
１
回
＝

４
月
３
日
（
水
）
ま
で

　

▽
第
２
回
＝
７
月
16
日

（
火
）
か
ら
９
月
30
日
（
月
）

ま
で

●
試
験
日　

▽
第
１
回
＝
４

月
12
日
（
金
）
か
ら
15
日

（
月
）
ま
で
▽
第
２
回
＝
10

月
12
日
（
土
）
か
ら
15
日

（
火
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
１

日
●
試
験
会
場　

小
倉
駐
屯
地

（
北
九
州
市
）・
健
軍
駐
屯

地
（
熊
本
市
）
予
定

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
、
自
衛
隊
飯
塚
地
域

事
務
所
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

家
族
介
護
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ

くらしの情報

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

試
験

講
習

随時、登録を受け付けています

町では、臨時職員やパートタイム
職員などを採用する場合、あらかじ
め登録している人の中から採用する
登録制度を導入しています。登録の
方法や募集職種などは次のとおりで
す。なお、登録しても必ず採用され
るとは限りません。ご了承ください。
●登録方法　登録申請書に写真を

貼って必要事項を記入し、役場総
務課人事電算班へ提出してくださ
い（郵送でも構いません）。登録
申請書は、役場、中央公民館、町
立病院、介護老人保健施設（鞍寿
の里）、くらじの郷に置いてあり
ます。また、町のホームページか
らもダウンロードできます

●有効期限　登録の日から１年間
●４月以降の採用予定職種　▷免

許・資格が不要な職種＝一般事務
（パソコン（ワープロ・表計算ソ
フト）が使える人、10 人程度）、
調理師補助▷免許・資格が必要な
職種＝保育士、調理師、養護教諭

●勤務条件　賃金や勤務時間などの
勤務条件は、職種によって異なり
ます。町のホームページをご覧に
なるか、役場総務課人事電算班ま
でお問い合わせください

●問い合わせ　役場総務課人事電算
班（〒 807 － 1392　鞍手町大字中
山 3705 番地）まで

登録してみませんか
臨時職員等
登録制度

相
談



園
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

に
よ
る
家
族
介
護
教
室
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
在
宅
介

護
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ　

▽
２
月

23
日
（
土
）
＝
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
。

▽
３
月
９
日
（
土
）
＝
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
か
ら

●
参
加
費　

無
料

●
内
容　

▽
２
月
23
日
（
土
）

＝
元
気
な
腸
で
健
康
生
活

▽
３
月
９
日
（
土
）
＝
認

知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
生
活
習
慣
病
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

町
立
病
院
で
は
、ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
っ
て
も
、食
材
や
調
理

法
で
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇

を
緩
や
か
に
で
き
る
食
事
の

調
理
実
習
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

●
と
き　

３
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
調

理
室

●
内
容　

調
理
実
習
、
食
前

食
後
の
血
糖
値
測
定

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
期
限　

２
月
28
日

（
木
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
立
病
院
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
２
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

４
日
（
月
）、
11

日
（
月
）、
17
日
（
日
）、

18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

新
一
年
生
に
な
る
皆
さ
ん

「
入
学
通
知
書
」
は

届
い
て
い
ま
す
か

今
年
４
月
か
ら
小
学
校
、

中
学
校
に
入
学
予
定
の
皆
さ

ん
、「
入
学
通
知
書
」
は
届
い

て
い
ま
す
か
。
１
月
以
降
の

転
入
な
ど
で
、
ま
だ
こ
の
通

知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
教
育
課
学
校
教
育
班
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
学

校
教
育
班
ま
で

休
日
乳
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

町
立
病
院
で
は
、
次
の
と

お
り
休
日
乳
が
ん
検
診
を
行

い
ま
す
。

●
と
き　

２
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
対
象
者
・
定
員　

40
歳
以

上
の
人
・
20
人（
隔
年
受
診
）

●
予
約
受
付
期
間　

２
月
４

日
（
月
）
か
ら
８
日
（
金
）

ま
で

●
料
金　

①
町
内
に
お
住
ま

い
の
人
は
６
０
０
円
②
乳

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ー

ン
券
を
お
持
ち
の
人
は
無

料
③
生
活
保
護
受
給
者
は

無
料
（
診
療
依
頼
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

そ
の
他
詳

し
い
こ
と
は
町
立
病
院
ま

で

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

３
月
31
日
ま
で
に

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者

を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予
防

及
び
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
と
し
て
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
受
診
さ
れ
て
い

な
い
人
は
お
早
目
の
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
受
診
期
限　

平
成
25
年
３

月
末
日
ま
で

●
自
己
負
担
額　

５
０
０
円

●
受
診
期
限　

健
康
診
査
の
実

施
医
療
機
関
で
個
別
に
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

受
診
の
際
は
保
険

証
と
受
診
票
が
必
要
で
す
。

受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
広
域
連
合
で
再
発
行

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

３
１
１
１
番
ま
で
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くらしの情報

お
知

ら
せ

新中学校の学校名の募集に 143 件の
ご応募をいただきありがとうございま
した。10 月の定例教育委員会で名称
が決定しましたのでお知らせします。
●学校名　鞍手町立鞍手中学校
●対象者　応募総数は 143 件あり（う

ち小学生 66 件、中学生 36 件）、71
件が学校名称候補として登録

●選考　▷１次選定（10 月 2 日）：中
学校統合準備検討委員会で 71 案か
ら５案に絞り込みを行いました。▷
５案の名称 = 鞍手中学校、鞍手中
央中学校、鞍橋中学校、平鞍中学校、
くらじの丘中学校

▷２次選定（10 月 16 日）：小中学校統
合整備計画策定委員会で５案からの
更なる絞り込みはありませんでした
が、「鞍手中学校」との意見が強かっ
た。

▷名称決定（10 月 23 日）：定例教育
委員会にて決定

●問い合わせ　教育課学校教育班まで

新中学校の学校名が決定

町では、平成 20 年 10 月より「ふる
さと納税（寄附）」制度を導入し、こ
れまでに多くの人にたくさんの応援を
いただきました。
● 寄附状況　

　（平成 24 年４月１日から 12 月 31 日現在）
氏　名 住　所 寄附額
匿　名 福岡県 5 0 , 0 0 0 円
匿　名 福岡県 1 0 0 , 0 0 0 円
匿　名 京都府 2 0 0 , 0 0 0 円

有松弘美　様 福岡県 6 0 , 0 0 0 円
長井忠夫　様 福岡県 1 0 , 0 0 0 円
井上恵次　様 東京都 1 5 0 , 0 0 0 円
平成 24 年度累積額 5 7 0 , 0 0 0 円

● 申し込み・問い合わせ　ふるさと納
税に関する詳しい内容は役場企画財
政課政策財政班または、町公式ホー
ムページまで

鞍手町ふるさと納税制度



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

今
ま
で
入
院
時
に
し
か
使
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
は
外
来
時

に
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
も
し
入
院
や
高
額
な

外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と
き

は
、
早
め
に
限
度
額
適
用
認

定
証
等
の
交
付
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
書
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

18
年
２
月
２
日
か
ら
昭
和
18

年
３
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
に
国
民
健
康
保
険
の

高
齢
受
給
者
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
高

齢
受
給
者
証
が
利
用
で
き
る

の
は
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月

（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ
の

月
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

２
月
28
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
で
の
窓

口
負
担
額
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
で
済
む
限
度
額
適
用

認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。
こ

くらしの情報

　

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【12 月中】 【累　計】
件 数 9 件（＋04） 件 数 079 件（ー12）

死 者 00人（±00） 死 者 221人（±00）

傷 者 15 人（＋09） 傷 者 112 人（＋01）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページに校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【12 月中】 【累　計】

刑法犯総数 132 件（－ 1） 刑法犯総数 1758 件（＋ 79）

車上ねらい 011 件（－ 1） 車上ねらい 159 件（＋ 2）

自転車盗難 014 件（－ 2） 自転車盗難 194 件（－ 14）

空き巣 034 件（＋25） 空き巣 135 件（＋ 32）

生活安全課からのお知らせ

2013.２−18

　

休日の夜間の体調不良は

急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　２月９日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗博物館
● 問い合わせ　歴史民俗博物館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

● とき　２月 13 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間
市通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所☎
（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

空き巣多発中!!

被害に遭わないため
◉確実に施錠をしまし　
　ょう。
◉不審者を見たら警察　
　に通報しましょう。

　平成 24 年中、直方警察署管内で
発生した空き巣は 135 件（前年比
＋ 32 件）です。

●２月 11 日（祝） 木原医院（山ヶ崎）
　　　　　　　　　  ☎４２局５００５番

●２月 24 日（日） 原医院（新北）

　　　　　　　　　  ☎４３局２０３０番

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。



の
認
定
証
は
、
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま
せ

ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高
額

な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と

き
は
前
も
っ
て
手
続
き
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
平
成

24
年
３
月
31
日
以
前
に
交
付

さ
れ
た
認
定
証
を
お
持
ち
の

人
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
有

効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に
も

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
め
て
交
付
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

65
歳
を
迎

え
る
人
（
昭

和
23
年
３
月

２
日
か
ら
４

月
１
日
生
ま

れ
の
人
）
に
介
護
保
険
証
を

次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

将
来
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
や
介
護
認
定
の
申
請
の

と
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

●
交
付
す
る
日　

２
月
21
日

（
木
）
か
ら
22
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
。
た
だ
し
、

毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
労
働
力
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎

月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
国
の
失

業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。
調

査
対
象
と
な
っ
た
地
区
の
皆
さ

ん
に
は
、
県
発
行
の
調
査
員
証

を
携
帯
し
た
統
計
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
な
お
、調
査
し
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
守
ら

れ
、
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
調

査
統
計
課
☎
（
０
９
２
）

６
５
１
局
１
１
１
１
番
ま

で次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香

典
返
し
】

▽
伊
東
久
文
様
＝
上
新
橋（
山

本
タ
エ
子
）

▽
野
瀬
美
和
様
＝
大
池
（
一

郎
）

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
一

般
】

▽
（
株
）
富
士
ピ
ー
・
エ
ス

遠
賀
川
渡
河
橋
作
業
所

●
町
立
病
院
へ
【
香
典
返
し
】

▽
伊
東
久
文
様
＝
上
新
橋（
山

本
タ
エ
子
）

▽
入
江
和
子
様
＝
新
北
（
千

代
子
）

▽
野
上
裕
之
様
＝
中
山
本
村

（
千
鶴
子
）

▽
澁
谷
好
恵
様
＝
上
新
橋（
木

原
ア
イ
子
）

くらしの情報
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愛の
贈

り
も
の

あなたの学習意欲を
応援します

●利用できる人　母子家庭の母または寡婦が扶養している児
童など

●貸付の種類と金額　▷修学資金・就学支度資金等＝各資金
は、高校や大学などの学校の種類、国公立・私立の区分、
通学形態によって異なります

●利息　無利息
●問い合わせ　詳しいことは福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境

事務所直方分庁舎社会福祉課☎２２局５６９２番まで

母子・寡婦福祉資金の貸付

国の教育ローン

鞍手町奨学金

●利用できる人　高校や短大、大学、大学院、専修学校、各
種学校などに入学・在学する人の保護者（給与所得者は
世帯の年間収入が 790 万円以内、事業所得者は世帯の年
間所得が 590 万円以内の人）ただし、申込者が扶養して
いる子の人数によって異なる

●使い道　入学金や授業料、アパートの家賃などの在学費用
●融資額　学生・生徒１人につき 300 万円以内
●利率　年 2.45 パーセント（平成 24 年 12 月 12 日現在）
●返済期間　15 年以内（交通遺児家庭や母子家庭の人は 18

年以内）
●問い合わせ　教育ローンコールセンター☎（０５７０）０

０８６５６番まで

●利用できる人　①町内に引き続き２年以上居住する人で、
高校や大学の学費の支払いに困っている人②日本学生支
援機構などから奨学金を借りていない人③収入が日本学
生支援機構が定めた基準以下の人

●奨学金貸付額（月額）　▷公立高校＝ 11,000 円▷私立高校
＝ 15,000 円▷公立大学＝ 20,000 円▷私立大学＝ 25,000 円

●入学支度金貸付額　▷高校・高専＝ 40,000 円▷大学・短
大＝ 50,000 円

●返済期間　卒業６か月後から返済開始▷高校＝４年以内▷
短大＝３年以内▷大学＝６年以内

●利息　無利息
●受付期間　３月 29 日（金）まで
●問い合わせ　教育課学校教育班まで

国や県、町は、あなたの学習意欲を応援します。

日本学生支援機構の奨学金
●利用できる人　短大、大学、大学院、専修学校、高等専門

学校に入学・在学する生徒（家計の基準額は世帯人員に
よって異なります。）学力基準により、第一種（無利息）
と第二種（利息付）があります

●貸付額　短大、大学、大学院、専修学校＝月額30,000円から、
　高等専門学校＝月額 10,000 円から（国・公・私立別、通

学形態別で異なります）※入学時の特別増額貸与（利息付）
もあわせて希望できます

●問い合わせ　入学後、在籍学校の奨学金窓口に申し出てく
ださい


